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月面年代学シリーズ探査
Lunar landing missions for in-situ dating of impact-melt rocks
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月面クレータは太陽系における小天体の衝突合体・破壊進化，軌道進化を記録している．本講演では，その場年代測
定にもとづいて，月面の重要地域の年代を決定するシリーズ探査を提案する．搭載機器とその機能を絞り込むことで軽
量化し，月面の複数箇所（３～４カ所）を調べるシリーズ探査とする．本提案の重要性は，年代測定と月面クレータ記
録を結びつけて，小天体・巨大惑星の軌道進化に制約を与え，現在の太陽系形成の描像を実証・検証することにあり，惑
星科学コミュニティ全体への波及効果は大きいと考える．
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